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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画連携係　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

用いて次に続く可能性の高い単語を予測し、順番に出力してい
ます。

GPT-3（Generative Pre-trained Transformer 3）
　Seq2Seqにより文章を理解させることが可能になりました。
一方で、扱う文章が多くなると学習に要する時間が多くなりま
す。また、ベクトルの長さにも限りがあることから、入力が多く
なると単語同士のつながりも薄れます。
　この課題を解決するためにAttention機構と呼ばれる仕組
みを利用します。このAttention機構は単語間の関係性に重
みづけを行うことで長い文章においても特徴を捉えることを
可能にします。また、Attention機構をさらに進化させた
Self-Attention機構では並列処理を可能とすることで学習に
要する時間を削減させています。このSelf-Attentionを要とす
るアルゴリズムにTransformerと呼ばれるものがあります。
　このTransformerがChatGPTを構成する大規模言語モデ
ルGPT-3（GPTの第3世代）の核となるアルゴリズムです。
GPT-3は学習データとして約570GBのテキストデータを用いて
おり、そのパラメータ数は約1750億に及びます。Transformer
はパラメータ数が多くなるほど性能が上がると言われています。

ChatGPTとの付き合い方
　ChatGPTは人間のように自然な受け答えができる一方で、
間違った情報を回答することもあるため、情報の精度には課題
があります。
　しかしながら、ChatGPTが出力した文章を補助的に利用する
ことができれば、人間の負担軽減につなげられる可能性はある
と考えます。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 デザイン情報係　TEL：075-315-9506  E-mail：design@kptc.jp

単語をベクトルで表現する
　人間が単語の意味を定義する場合、多くの場合はその特
徴で説明します。例えば「リンゴ」という単語をごく簡単に説
明する場合、「色は赤い、味は甘い。形は丸い」といった具合
です。 
　機械も同様に特徴で単語を理解しますが、人間とは異なり、
その特徴をベクトルにより表現します。先ほどの例で考えると、
色、味、形を軸とし、赤い、甘い、丸いを数値にすることでベクト
ル表現することができます。
　このように単語をベクトル表現したものを「分散表現」と呼び
ます。

単語の意味を定義する
　先に挙げたリンゴの例では色、味、形という人間にもわかりや
すい特徴項目により意味を定義しました。一方で機械は特徴項
目とその値を機械学習により学習し、独自に分散表現を獲得し
ます。
　その機械学習アルゴリズムの一つに「Word2Vec」と呼ばれ
るものがあります。このアルゴリズムは「文章中の単語の意味
を周囲の単語から推論する」というものです。
　例えば、「おばあさんは（川）へ洗濯に行きました。」という文中
の「川」という単語の意味を定義したい場合、文中の「川」という
単語を空白にし、前後の単語から空白部分に入る単語を予測す
るというイメージです。
　この一文だけでは「川」という単語の意味を定義することはで
きませんが、様々な文章から学習させることで機械はそれを可
能にします。

文章の意味を理解する
　単語の意味はWord2Vecなどのアルゴリズムを用いて機
械学習により決定しますが、文章として理解させるには単語
間のつながりを理解させる必要があります。こうした連続
データを処理するアルゴリズムにSeq2Seqと呼ばれるもの
があります。
　Word2Vecにおいては単語の意味をベクトルとして表現し
ましたが、Seq2Seqでは図1の前半部分のように単語を一つず
つ順番に入力し、文章全体の特徴を捉えたベクトル表現を獲得
することで、文章の意味を理解します。
　図1の後半部分では、前半部分の「Thank you very much.」
に対する典型的な返答である「You are welcome.」を推論し
ています。ここでは前半の文章の特徴を捉えたベクトル表現を

　皆様はChatGPTをご存じでしょうか。米国OpenAI社が開発したAIによるチャットボットで、あたかも人間のように自然な受け答
えができると大きな話題になっています。さらに驚くべきは、人間が出したお題に対して文章を作ったり、試験問題を作ることもで
き、これまで人間が担ってきた創造的なタスクまでこなすことが可能となっています。
　今回はChatGPTのような自然言語処理AIが人間の言語を処理する仕組みについて、その概要をご紹介します。

企画連携課　阿閉 義政
AIが人間の言語を処理する仕組みについて
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図1 Seq2Seqの処理例

当技術センターでは中小企業の皆さんの技術基盤の強化や技術者等の養成、新事業展開に役立てていただくため、各技術分野のセ
ミナーや講座等を開催しています。今年度の実施予定は下表のとおりです。それぞれの詳しい内容や開催日時は決まり次第、当セン
ターのホームページやメールマガジンでお知らせしていきます。
※メールマガジン受信のご登録は右記からどうぞ。 https://www.kptc.jp/p_kankoubutsu/p_mandtnewsflash/

企画連携課
TEL：075-315-8635
E-mail：kikaku@kptc.jp

基盤技術課
TEL：075-315-8633
E-mail：kiban@kptc.jp

応用技術課
TEL：075-315-8634
E-mail：ouyou@kptc.jp

中丹技術支援室
TEL：0773-43-4340
E-mail chutan@kptc.jp

担　当開催時期回数
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5月～7月、
10月～12月、
3月

4回 8月、9月、
10月、11月

3回 7月、10月、
1月

1回 12月

2回 10月、1月

　当センターで取り組んでいる研究開発や調査研究などの成果を普及し実用化につな
げるための発表会です。製造現場のニーズに即した課題から、未来を見据えたものまで
テーマは幅広く、また研究者との意見交換など交流もしていただきます。

研究成果発表会

　中小企業の情報化を支援するために、関連団体と連携して開催する、情報システムを活
用した業務効率化等のための最新技術や動向に関するセミナーです。企業情報化支援セミナー

　デザインを切り口としたブランディングとマーケティングについて、その概要を学ぶセ
ミナーと自社の課題を掘り下げるワークショップを組み合わせたデザインゼミナールで
す。デザインを取り入れるメリットを学ぶことに始まり、自社の分析と課題を把握するワー
クショップを通じて自社の開発・経営指針を定め、これに基づいたブランディングと世界市
場を見据えたマーケティングに挑戦します。

デザインマーケティング
ゼミナール

　仕事の中で映像を利用した情報発信の機会が増えています。この講習会では初心者が
失敗しがちな注意点をはじめ、本格的な撮影テクニック、機材選びから編集ノウハウまで
実習を交えながら「映像技術の基礎」を学びます。

映像制作技術講習会

　機械設計者は設計から加工まで、広い知識が必要とされます。設計技術者を対象に、設
計・製図に必要な材料･加工等の知識や寸法公差・幾何公差の知識について習得する講座
を開催し、設計技術力の高い人材の育成を図ります。

機械設計基礎講座

　3D CAD、３Ｄプリンタ、３Ｄスキャナなど３Ｄ技術とその周辺技術の最新動向を紹介し、
ものづくり企業の技術と製品開発力の向上、人材育成を支援するセミナーです。3D技術活用セミナー

　ものづくり技術開発の高度化の促進を目的にした、新機能材料、表面処理技術、精密加
工技術、計測評価技術等の先端的技術情報に関するセミナーです。

ものづくり
先端技術セミナー

　新しい機能材料、加工技術、分析技術や国内外の化学物質規制などの情報を提供。ま
た、RoHS規則等の国際的化学物質規制や国内の環境関連法令への対応を支援します。化学技術セミナー

3回 6月、10月、
2月

　５Ｇ通信などのマイクロ波・ミリ波や電磁ノイズ対策（EMC）など、電磁波に関する様々
な技術に関するセミナーです。これらの技術を用いた製品や技術開発をされている方、こ
れから取り組もうとされている方が主な対象です。

電磁波技術セミナー

2回 6月、12月
　光関連技術分野の製品開発を行っている企業や、これから新規分野に進出を図りたい
と考えている企業を対象に、光関連技術のトレンドや話題の提供を行うセミナーです。光ものづくりセミナー

1回 12月
　電子部品等の実装において、各社の課題となっている事象の解決を目的として、現場に
て実装作業に従事されている方を対象に、はんだ付け技術の基礎から具体的な実習をメ
インにしたセミナーです。

実装技術
スキルアップセミナー

3回 7月、10月、
2月

　食品・バイオ関連技術分野の製品開発・製造・販売を行っている企業を対象に、「新しい
食品・バイオ技術」、「食品市場動向から見る技術開発の方向性」等の新しい技術情報を提
供します。

食品・バイオ技術セミナー

2回 9月、3月
　表面処理技術や評価技術、話題となっている製品、材料、加工技術等に関する幅広い情
報の提供や大学等の研究シーズの発信を行うとともに、企業連携につながる研究テーマ
の発掘を目的としたセミナーです。

表面技術セミナー

9回 9月～12月
　デジタルトランスフォーメーション（DX）を進める上で欠かせない、電子部品をコント
ロールするために必要な基礎知識とプログラミングを、参加者自らがPCと試作ボードを
使って学ぶ、実習中心のセミナーです。

IoT実習セミナー　

4回 5月、
11月～12月

　中小企業の技術者自らが当センター中丹技術支援室の機器類を操作、活用するととも
に、より多くの評価を行い、生産現場での問題解決の幅を広げることができるようにする
実習形式のセミナーです。

機器操作・活用セミナー

74回 随時開催
　基礎技術力を高めて地域の若手技術者の養成を図るため、当センター中丹技術支援
室の機器類を実際に操作して実施する研修。機械科コースと電気科コース（各37回）があ
ります。綾部工業研修所（事務局：綾部商工会議所 TEL：0773-42-0701）と共催。

工業技術研修　

2回 12月、2月
　中小企業の新分野への進出や展開を支援する講座。エネルギー、環境、健康、福祉など
の分野を中心に、最新情報、取り組み事例、大学のシーズの紹介等を行います。新分野進出支援講座

10回 6 月～9月
　中丹地域に立地する企業の技術者を対象にした、基礎的な知識を体系的に学べる講座
です。本年度は制御技術に関する講座（講義と実習）を開催します。産業人材育成基礎講座　

9回 6月～8月
　ものづくりの現場における生産管理力の向上と、製品の信頼性向上のために重要な品
質管理の知識を習得する講座です。QC検定4～3級レベルの基礎コースと、2級レベルの
上級コースを開催します。

品質管理(QC)講座

概　　要セミナー名

令和5年度に開催する 技術セミナーや講座のご案内     技術
センターから


